2006 
Seprember 


39 特集 1 
FPGA の 消費 電力 & 熟 対策 , 待つ た な し ! 較 


ー ン FPGA の 泣き で ころ と 正面 か ら 向 き 合う つて 


40 | 第 1 章 FPGA の 消費 電力 と 発熱 の 問題 を 考え る 
大 規模 品 を 高速 動作 させ る な ら 対 策 が 不可 欠 
小林 憲司 
第 2 章 FPGA の 消費 電力 を 見 積もる 
Altera 社 PowerPlay 活用 チュ ー ト リア ル 
小林 憲司 
第 3 章 プリ ント 量 板 に よる 熱 対策 技術 
ーー FPGA の 熱 の 半分 以上 は ボー ド か ら 逃 が すこ と が で きる 
水 科 秀樹 , 芳賀 知 , 上 谷 純 


44 


50 


60 | 第 4 章 高速 シリ アル 通信 ボー ド の 熱 対 策 事例 
FPGA の 熱 を 見 積もり , ヒー トシ ンク と ファ ン で 逃がす 
皆川 翔 
6Z | Appendik ヒー トシ ンク の 大 き さ の 決め か た 
渡部 達 己 


71 特集 2 
DDR2 メ モリ を 利用 し た シス テム 設計 と 剛 [ 


トラ ブル 対策 


< 供給 状況 を 把握 し て コス ト ・ バ ラン ス の と れ た 設計 を 一 


72 | 第 1 章 アプ リケーション に 適し た 高速 メモ リ を 選ぶ た め の 手 引き 
ーー 256M/512M ビッ ト 品 で は 性 能 過 剰 な デバ イス の ほう が 安価 な ケー ス も ある !? 
朝倉 善 知 
80 上 第 2 章 高速 メモ リ 搭 載 ボ ー ド を 効率 良く 開発 する た め の 手 引き 
/O 規格 を 理解 し , 設計 ツー ル を 有効 に 活用 し よう 
福田 光治 
90 上 第 3 章 DDR2 SDRAM 搭載 ボー ド の 実機 検証 トラ ブル ・ シ ュー ティ ング 


ーー DDR2 特有 の 高い 周波 数 , 差 動 伝 送 . パッ ケー ジ 形 状 な ど が 測定 に 与え る 影響 
畑山 仁 


デブ イン ウェ ー フ マガ ジン sll リ 9 上 


Verification Methodology Manual(VMM) 活 用 テク ニッ ク ( 第 1 回 ) 
VMM の 概要 と vmm_log の 使い か た 工 
赤星 博 輝 


1 27 | も う 一 度 学ぶ 電磁 気 学 の 世界 (第 22 回 ) ーー= 
| 


筐 体内 の 電磁 界 と EMC 問題 (その 1 ) 
小 募 容 明 


拡大 ・ 縮 小 ス ケー リン グ ・ ア ル ゴ リ ズム 演算 の 実装 と 
外 村 元 伸 


新人 技術 者 の た め の ロ ジ カ ル ・ シン キン グ 和 門 ( 第 4 回) 
直し た バグ が ゾン ビ の ご と く 復 活 する 
肖 木 元 


147 シス テム LSI 検 証 技術 入門 (第 17 回 ) 


形式 的 検証 ツー ル の 効果 的 な 利用 法 (2) 
ーー RTL 記 述 ど うし の 等 価 性 を 検証 する 


藤田 昌宏 


ーー FPGA の 多 機 能 RAM や DSP 機能 へ の マッ ピン グ を 効率 良く 記述 
Roger Do 


102 | SyStemVerilog で 変わ る 論理 合成 ツー ル 


ーー A-D/D-A コン バー タ の ディ スコ ン に 対応 する テク ニッ ク 
上 田 智章 


110 | ARM7 を 使 つて 計測 ・ 制 御 シ ステ ム を 作る 


続 ・ 実 設計 に 応用 で きる 演算 回 路 ス キル を 身 に つけ よう (第 3 回 ) 立 | 
評価 
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70 「 レ ビュ ー」 こ る そ 検 証 を 成功 させ る 最大 の メソ ドロ ジー 3Z 読者 プレ ゼン ト 
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今月 の 表紙 Pixii の 高温 計 
Hippolyte Pixi( フラ 
ンス , 1808 年 ~ 1835 
年 ) は , 1830 年 , 銅 や 
銀 , 鉄 , し ん ちゅ う , 
鉄鋼 金属 バー の 熱 膨張 
を 利用 し た 高温 計 を 発 
明 し た . これ は Pieter 
van Musschenbroek 

( オラ ンダ , 1692 年 ー 
1761 年 ) に よっ て 発明 
され た 金属 の 膨張 計 の 
原理 を 元 に し て いる . 
温度 変化 に よる 金属 棒 

の 伸張 変位 に より , 円 形 の スケ ー ル 上 の イン デック ス を 指 
し 示す . 単純 な 構造 で , 20 世 紀 前 半 まで 数 多く の 機械 工 に 

よっ て 作ら れ た が , 中 で も Pixii の 膨張 高温 計 は 完成 度 の 高 
いも の だ っ た . Pixii は 実用 的 な 発電 機 の 発明 者 と し て 有名 
な だ け で な く , 非常 に 熟練 し た 科学 機器 製造 技師 と し て も 
名 を は せ た . ロン ドン 科学 博物 館 所 蔵 . 


